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大胆
に
描いているからです。訳者
として
私
は
本書が広
く
読
者
に
受
け
入
れられることを
願っていますが、
とりわけ
次の
三点
について
、
それぞれに
、
またそのすべてに
関心
を
寄
せ
る
人々
に
是非
とも
本書
を
読
んでいただきたいと
思っていま
す
。一つはベトナム戦争
に
関心
をもっている
人です
。日本
に
おけるベトナム
戦争像
はどうしてもアメリカからの
目線が
強いか
、
あるいはいわゆる
「解放勢力側」のプロパガンダ
に
沿ったものになりがちです。プロパガンダではない「向
こう側」
からのベトナム
戦争像の一例
を
本書で知っていた
だきたいと思 ます
。二つは
、新旧の社会主義圏の国々
に
関心
をもつ
人
です
。本書
では
冷戦期
の
社会主義国間
の
政
治・経済・文化の交流の様子の一端や現代のベトナム知識人が社会主義
をどう捉えているのかを知
ることができます
。
三つは
、文学
とりわけアジア文学
に
関心
をもっている
人で
このたび東京外国語大学出版会
からホアン
・
ミン
・
トゥ
オン
原作の現代ベトナム小説『神々の時代』
を
私の翻訳で
出版
させていただいた
。この小説
は
、一九四五年八月革命
による
独立
から
、抗仏戦争、ベトナム戦争、南北統一直後
の苦難、刷
ドイモイ
新後の変容
など
、ベトナムの二〇世紀後半史
を
背景
に
、ベトナム北部紅河デルタ
農村の儒教知識人家族三
代のたどった運命
を
描いた
大河小説です
。作者のホアン・
ミン
・
トゥオンは
一九四八年生
まれの
北部出身者で、数多
くの文学作品
を
発表しているベテランの作家です
。この小
説
は
二〇〇八年
にベトナム国内で刊行
されましたが
、
すぐ
に
販売禁止
となってしまいました
。しかし闇市場やインタ
ーネットで広く
読
まれ
、大
きな
反響
をよびました
。
それは
、
これまでベトナム国内ではタブー視
されていた
土地改革の
誤謬、 「人文佳品」事件
や「修正主義者」粛清
における
知
識人弾圧、南北統一後の大量のボートピープル流出
などを
「向こう側」
からのベトナム
戦争
を
描
く
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新刊トピックス
す
。本書ではアジアの多
くの国で見
られる
政治権力
と
文学
との緊張関係
について
見て取
ることができます
。
そういっ
た
中で作者
ホアン
・
ミン
・
トゥオンがいかなる
文学
を
創作
し、文学 価値
をどこに
求
めようとしているのかを
知
るこ
とができます
。最後
に
作者
から
送
られてきた
日本の読者
ヘ
のメッセージをお伝えします
。
今井昭夫
　
桜の国の読者の皆さんへベトナム人
と
日本人
は
共
に
東アジアに
起源
をもち
、文化
的
に
近
く
、古
くから
国交関係
を
結
んできました
。日本橋が
あるホイアンの古い町並みは
、両国の間
にまたがる
歴史、
建築、文化の刻印
を
永遠
に
記しています
。文学
において
、
日本の松尾芭蕉の俳句、川端康成、大江健三郎、村上春樹などの小説
は
、ベトナムの読者
によく
親しまれています。
このたび、小説『神々 時代』が日出ずる
国
において
出版
されることは
、
きわめて
光栄
なことです
。訳者の今井昭夫
教授
と
東京外国語大学出版会が、私
たち
両国の間
にさらに
一つの文化的架
け
橋
を
付
け
加えていただいたことに感謝
たします
。本書が、二〇一六年の桜の国
に
多
くの幸運
をも
たらす
春の便りとなることを願っています
。
ホアン
・
ミン
・
トゥオン
　
著者
－
ホアン・ミン・トゥオン（
H
oàng M
inh Tường ）
　 一九四八年、
ベトナムの農村ハドン（現在のハノイ市
ウンホア県フオントゥー
社）
に
生
まれる
。ハノイ
師範大学で地理学
を
修
めた
後、当時のヴ
ェトバック
自治区で教鞭
をとる
。
また
、当地の教育局
に
勤務した
後、一九七〇年代後半
から
新聞の記者や編集員
を
務
める
。この頃
より作家活動
を
開始し、一九七九年
に
初
めての長編小説『冬春米
の田』
を
刊行して以来、これまで二〇冊以上の著作
を
発表し、ベ
トナム
国内
で
高
い
評価
を
受
けている
。二〇〇八年
に
刊行
された
『神々の時代』 （ベトナム作家協会出版社）
は
、二〇一四年
にはフ
ランス
語訳が、翌一五年
には
韓国語訳が出版
されている
。
訳者
－
今井昭夫
（
いまい・
あきお
）
　 東京外国語大学大学院総合国
際学研究院教授。専門
はベトナム
地域研究、ベトナム近現代史。
著書
に
『戦争・災害
と
近代東アジアの民衆宗教』 （共著、有志舎、
二〇一四年） 、 『記憶 地層
を
掘
る
　 アジアの植民地支配
と
戦争の
語
り
方』 （共編著、御茶
の
水書房、二〇一〇年） 、 『現代
ベトナム
を
知
るための
60章』 （共編著、明石書店、二〇〇四年）
などがあ
る
。
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